
 2016年12月のプーチン大統領訪日の際，人的交流の拡大に向けた方策の一つとして，「ロシアにおける日本年」及び「日本におけ
るロシア年」の相互開催で一致（「日露交流年」）。期間は2018年5月～19年5月（行事登録期間は2017年7月～19年6月）。

 政治，経済，文化，科学，教育，青年，スポーツ，自治体間交流など幅広い分野において日本を紹介する行事を実施。
 2018年5月に日露両首脳の出席を得て，モスクワ・ボリショイ劇場で開会式を実施。閉会式は大阪G20サミット（6月）に合わせ両首脳の出席を

得て大阪市内で開催。
⇒ 約６００件の行事を「日本年」に登録。のべ約１５０万人以上が参加。

「ロシアにおける日本年」（2018-2019年） 令和元年７月
外務省欧州局

１．全体概要

２．成果の一例
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 日露両首脳出席の下，日本武道館によ
る鏡開き式，和太鼓パフォーマー
「DRUM TAO」公演を実施。

 日露の政財界要人等1100人が出席した
他，ロシア文化テレビが全国中継。

開会式 夏の目玉行事

 8月第一週を「モスクワ日本週間」とし、
夏祭りJ-FEST，ロシア初となる流鏑馬を
実施。計11万人が参加。

 総領事館管轄地域での夏祭り，歌舞伎公
演及び「海王丸」寄港等の青年交流事業
といった日本紹介・交流イベントを実施。

秋・冬の目玉行事

 2018年9月，モスクワとサンクトペテル
ブルクで松竹大歌舞伎近松座公演を実施
（1928年のソ連初公演以来５回目） 。
１万人以上が鑑賞。

 モスクワで国宝・重要文化財を含む江戸絵
画名品展を開催（2018年9-10月）。12万人以
上来訪。

政治・経済イベント
 サンクトペテルブルク国際経済フォーラム

（2018年5月）へのゲスト国参加・安倍総理出席。

 東方経済フォーラム（同9月，ウラジオストク）への
安倍総理出席（通算3回目）。

 ロシア農業展示会「黄金の秋」へのパートナー
国参加・農水大臣出席（同10月）。

 スコルコヴォ「Startup Village 2018」日本パ
ビリオン設置。


